
働く世代の女性支援のためのがん検診未受診者緊急支援事業 平成２７年度概算要求額：６４百万円宿泊型新保健指導試行事業 Q＆A集

Q：本試行事業の最終報告会後、健診結果を含めた効果検証の結果について
は、いつ、どのような方法で、報告や発表をされるのでしょうか。

A：本試行事業の効果分析については、「国立研究開発法人日本医療研究開
発機構 生活習慣病予防のための宿泊を伴う効果的な保健指導プログラムの
開発に関する研究班」にて、実施していただいております。研究班におかれ
ましては、今年度も各種学会や講演会等にて発表されているところですが、
直近では平成28年2月12日に国立研究開発法人日本医療研究開発機構の成果
発表会にて報告されました。

今後も随時、研究班では全体をとりまとめた分析を中心に行ない、学会や
論文への発表等を予定されており、それらの活動は、研究班のホームページ
を通じて随時情報発信されます。


